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＜連絡事項＞
・本日、病棟行事クリスマス会開催。
＜患者様連絡事項＞
・高橋　義明様～主治医へ食事摂取量の低下について報告。毎食菓子パン（粗キザミ）へ
変更し経過観察の指示。
・五日市　規様～西舘PSWより

計画相談担当者へ支給決定の目途について確認依頼中であり連絡次第、退院日調整をしていく予定。
※現在、退院日1/10（火）・1/16（月）・1/17（火）に調整中だが上記によっては予定日以降になる可能性あり。
上記、連携室よりＧＨ「まちなか」スタッフへ情報提供済み。
＜要注目患者様＞
・畑中　成夫様～
午後110番通報希望。理由については「女性スタッフが身体を触られている」など妄想言動活発となる。上記事実はない事の説明には納得した様子ないが、不穏・興奮への発展なく経過。
・小豆畑裕介様～
幻聴・思考化声に伴う独語・空笑目立たず病棟行事にも参加出来ている。眠気残存あるが、日課支障もみられない。
・太田　富夫様～病棟行事中、途中退席しトイレこもりする場面あり。　気分の落ち込みや苛々感など気分変動の自覚はある様子。主治医診察にて薬剤調整・経過観察の指示。
＜田名部Dr診察・担当患者様検討＞
・畑中　成夫様～スタッフへの妄想・逸脱行為については「ん－、我慢出来なかった　　部分があったと思います」とふり返っている。様々な出来事に対処　出来る方法は見出せていない様子あり今後、その部分を確立していくよう助言・指導を受ける。
・高橋　義明様～プログラム拒否や昼夜逆転傾向について情報提供。
歯痛に対し臨時薬カロナール7日分処方となり内服継続の指示。年明けに院内歯科受診の再調整をするようにとの事。
・民部田和哉様～精神面としては、不満・苛々感なく過ごせているとの事。
陰部疼痛は軟膏処置により軽減。
排尿困難感の持続あり内服治療は拒否的のため、経過観察の指示。
本人曰く、以前（一戸町在住していた頃）尿管留置した事があるとの事。
口内炎は軽快。臨時薬ノイロビタン飲み切り中止。
・釜谷　茂春様～精神面著変なし。
主治医へ家族（妻）より高齢者支援センター相談の上、みちのく記念病院系列施設への入所待機として転院希望している事 情報提供。
主治医より家族意向について説明受けた際には「う－ん」「出来れば

自宅がいいなぁ－」など考え込む場面あり。主治医からも再度 家族への意向確認をしていく方向との事。
・板橋　利美様～関節痛の持続あるが、意欲・自発性低下なく活動性は維持出来ているとの事。引き続き、適宜活動参加するよう助言・指導を受ける。
・吉田　守幸様～離床・活動出来ている事 情報提供。引き続き、適宜活動参加する　　　よう助言・指導を受ける。
・三浦みよ子様～精神・身体面著変なし。障害者生活訓練施設「青山荘」入所は来年　　　1月へ延期となり現在は経済面の整理（生保申請など）をすすめて　　いる事 情報提供。
・太田　富夫様～「人生惨めだ」など悲観的になり感情コントロール不良となる場面があった事について「自分自身を健常者と比べてしまった」「自分自分だもんねぇ」とふり返る。他、気分の落ち込み・苛々感など日内での気分変動は自覚している様子。
臨時薬オランザピン増量（5→10㎎）他、同内容により7日分処方となり内服継続の指示。
・高橋　伸治様～精神面著変なし。
・池田　康憲様～「前の病棟のスタッフに義歯を紛失された」と妄想性あり。退院後に歯科受診検討していくよう助言を受ける。
乾性咳嗽・咽頭部違和感に対し臨時薬PL配合顆粒1g3P（3×ndE）　　　3日分追加。他、同内容により7日分処方となり内服継続の指示。
・久保　興介様～歯痛は持続との事。臨時薬ポンタールカプセル7日分処方となり内服継続の指示。
一時的に同室者に対し「悪口言ってるんじゃないかなぁ－って思う時がある」との発言あり。
・小豆畑裕介様～薬剤調整後、幻聴は軽減。頓服薬併用するなど症状への対処思考・　　行動はとれているが、日中 眠気の残存があるとの事。
臨時薬下記変更。7日分処方となり内服継続の指示。
➊リスパダール→トリヘキシフェニジル塩酸塩
➋ハロペリドール増量（2→3T）
